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表紙の題字
専修大学文学部名誉教授
書家　仲川 恭司先生

「『育』という字は、赤ん坊が胎
内から頭を下にして生まれてく
る様子と、子どもを女性が両手
で抱きかかえるようにあやす、
子どもを育てる様子を表してい
ます。『友』は手と手が合わさっ
てできた象形文字です。学生が
育つのを支援する友の会という
メッセージを強調すべく、全体
的に肉付きのよいふくよかなイ
メージで書いてみました」

 『育友』は、専修大学一部（昼間部）全学部に在学する
学生の父母（保護者）の会である育友会が、年４回発行
する会報誌です。大学と会員が情報を共有し、互いに
よきメッセージを送り合う場にしたいと考えています。

夏期休暇中の８月、練習を取材し
ました。直射日光が当たらないと
はいえ、弓道場内は暑かったです。
夏は手が汗で滑るのだとか。一方、
冬は冬で寒さが身に染みるそうで。
取材記事は40頁に掲載。

表紙の写真
体育会弓道部

22	 学生相談室へようこそ vol.19

21 専大の歴史	その８

	 専修大学はなぜ神田神保町にキャンパスを構えたのか？

02	 就任の挨拶　学長 馬塲杉夫
	 主体性を育み、成長を支える専修大学に	

04	 グラフ専修夏の神田キャンパス
06	 特集
	 親として知っておきたい

	就活のこと
  06　講演	
  　最新の就活動向と専修大学の支援体制について
	 　専修大学キャリアセンター事務部 堀野賢一郎
  10　講演	
  　本学卒業生が語る！採用担当者としての視点
	 　サイボウズ株式会社 金子卓哉
  13　パネルディスカッション	就職活動体験談
  16　講演	
  　意識高い系専大生の「その後」
	 　株式会社アイタン 佐藤康平
  19　講演	
  　公務員試験の状況と本学の公務員試験講座について
	 　専修大学公務員試験講座 朱 武英

23	 学生の挑戦
	 和太鼓と殺陣、日本の文化を次世代へ
	 商学部マーケティング学科３年 高良	光

24	 育友会アクティビティ
  24　神田キャンパス見学会
 26　「大学を身近に感じた」シブコン	全国62会場で1,560名が参加
	 　栃木支部、静岡（東部）支部、埼玉支部、鹿児島支部

 『育友』183 秋号をお読みいただきありがとうございました。
　特集でご紹介した就職懇談会ですが、インターンシップ
を活用した就職活動の早期化が例年より強まっている状況
下、酷暑のなか保護者のみならず、意識高い系の学生も多
く参加いただきました。真剣な表情や笑顔に触れ、このよう
な会を継続していく意義を改めて実感いたしました。
　残念ながら参加できなかった方はアーカイブ配信もされ

ております。就活に臨む専大生には新たな社会へ踏み出す
きっかけに、保護者には私達の時代とは全く異なる現状を理
解し子供達をサポートしていただけると幸いです。
　支部懇親会の運営も担当しました。準備の段階では試行
錯誤の連続でしたが活発な交流の様子を拝見し、努力が報
われた思いでした。心より感謝申し上げます。
　最後に、11 月開催の鳳祭に向けて今回取材しました軽音
楽研究会も練習に励んでいます。来場の際は是非お立ち寄
りください。

（担当：森脇妙子編集委員）

読者アンケートへのご協力をお願いします！
　いつも会報『育友』をご覧いただきありがとうございます。誌面作
りの参考にさせていただきますので、アンケートのご協力をお願いし
ます。右のQRコードから回答フォームにアクセスいただき、ご回答
をお願いします。
　読者アンケートにご協力いただいた方の中から、抽選で30名に大
学公認の専大グッズを進呈いたします。
　11月28日（金）までにご回答ください。

　会報『育友』の専修コミュニティへの投稿に興味のある方、シブコンスタッフに
興味のある方は、読者アンケートフォームに­あるチェック欄に してください。

回答はこちら
※ご記入いただいた個人情報は記載の目的
　以外には使用しません。
※住所変更が生じた場合は、ご子女から
　教務課窓口へお伝えください。

182 夏号を読まれた方から感想をいただきました。その一部をご紹介します。
このコーナーに掲載された方には専大グッズを進呈いたします。読 者 声の

読者アンケートを参考に取り
上げた記事は、このマークをつ
けています。皆さんもご要望を
お伝えください。（ご要望にお
応えできないこともあります。）

　特集の「大学院という選択」がとてもわかりやすかった
です。今の学びの先に、まだ学べる未来がある。子供と話
し合うよいきっかけになりました。ありがとうございます。
神奈川西・Mさん
　温かいご感想をありがとうございます。本特集が学びの対話
を生み、お子さまとの話題づくりに役立てれば幸いです。

　なるほど、と思うことと楽しいことなど盛りだくさんの
内容でした。今後取り上げてほしい内容としては、購買で
販売している物や通販で購入できる物などです。ガチャ
ガチャもあるとSNSで見かけて、とても興味が湧いたの
で、グッズなども取り上げていただけたら嬉しいです。
広島・Tさん
　大学購買や通販の品、グッズ特集を、具体例も交えて前向き
に検討いたします。個人的にもガチャをもっと調べたいです。

　大学のことはいろいろな情報で知る機会がありましたが、
大学院については今回の特集で初めて詳しく知ることが
でき、特集としてとてもよかったと思いました。
東京A・Nさん
　大学院は重要な選択肢の一つです。家族内でも共有で
きると思います。興味を持っていただきありがとうござい
ました。

　大学院の特集が参考になりました。未知の世界だった
ので、一つの選択肢として子供から話があったときに参考
になる情報でした。今後、取り上げてほしい内容としては、
親が利用できる大学の施設です。どんなところがあるの
か。子供が在学していても、大学施設を利用することは
文化祭くらい。親が大学の施設を利用するだけで、大学
を身近に感じられるのではと。子供が卒業するまでに一
度くらいは利用してみたい。できれば、子供と…。
東京A・Aさん
　いただいたご意見を参考に、親御様が利用できる情報、
施設の特集も今後検討したいと思います。気軽に利用で
きるものから手続きを踏むものまで、さまざまあります。

（担当：山口 晃編集委員）
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